
あなんカルチャー

セ
ン
タ
ー

科
学

新
春
親
子
た
こ
作
り
教
室
（
無
料
）

　

親
子
で
た
こ
を
作
り
、
完
成
後
、
実
際
に
飛

ば
し
て
遊
び
ま
す
。

日
時　
1
月
８
日
㈰　

午
前
10
時
～
、
午
後
１

時
30
分
～
の
２
回

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定
員　
各
回
親
子
10
組
（
先
着
順
）

ス
マ
ホ
で
月
面
写
真
を
撮
ろ
う

　

科
学
セ
ン
タ
ー
の
大
型
望
遠
鏡
を
使
っ
て
、

新
春
の
月
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
ま
す
。

日
時　
１
月
８
日
㈰　

午
後
６
時
～
８
時

※
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

参
加
方
法　
当
日
、
開
始
時
間
ま
で
に
科
学
セ

ン
タ
ー
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

参
加
料　
大
人
３
０
０
円
、
高
校
生
２
５
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
円
、
幼
児
無
料

そ
の
他　
各
自
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
満
充
電
の

状
態
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一
眼
レ
フ
な

ど
の
カ
メ
ラ
の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 ホームページ　http://www.ananscience.jp/science/

阿南市出身の作家北條民雄の生誕100周年と阿南市合
併10周年を記念して創設された「北條民雄文学賞」
の授賞式を開催します。併せて「第27回阿南市生涯
学習推進大会」を開催します。ぜひお越しください。
※詳細は今月の折り込みをご覧ください。
日時　１月28日㈯　12:30開会
場所　夢ホール（文化会館）　　　　　
※入場無料
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ
　　　　　　　生涯学習課（☎22－3391）へ

■ 北條民雄文学賞授賞式
　 第27回阿南市生涯学習推進大会　

日時 　１月22日㈰　13:00開演
（12:30開場）

場所　夢ホール（文化会館）　　　　　　　　　
演目　式三番叟、傾城阿波鳴門
　　　順礼歌の段ほか
入場料　200円（高校生以下無料）
チケット販売場所　文化会館、情報文化センター、市

民会館、平惣書店（阿南センター
店、羽ノ浦国道店）

※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児あり(1週間前までに文化会館へ要申込)
問い合わせは　文化会館（☎21－0808）へ

■ 阿波人形浄瑠璃芝居
　 中村園太夫座公演

ハンセン病を患いながら
も、文学に打ち込み、短
期間に優れた作品を発表
し、23歳でその生涯を閉
じた阿南市出身の作家北
條民雄。ハンセン病につ
いての理解を深めるきっ
かけとなるように、映画

「あん」を上映します。ハ
ンセン病の元患者の徳江

（樹木希林）と人々との交
わりを描いた作品です。
日時　１月29日㈰　第１回目　10:30～

第２回目　14:00～
場所　夢ホール（文化会館）　　　　　
入場料　無料ですが、入場整理券が必要です。
　　　　１人５枚以内でお願いします。
入場整理券配布開始日　１月６日㈮
配付場所　文化会館、市民会館、情報文化センター、
　　　　　各支所、各住民センター
※未就学児の入場はご遠慮ください。
※無料託児あり（1週間前までに文化会館へ要申込）
問い合わせは　文化振興課（☎22－1798）へ

■ 映画「あん」の上映　　

日時　３月２日㈭　18:30開演（18:00開場）
場所　コスモホール（情報文化センター）
ゲスト　萩原かおり
入場料　【全席自由】2,500円（当日500円増し）

★お得なセット券を発売します　　
　　・2 枚セット　4,500円　
　　・3 枚セット　6,000円　

チケット販売開始日　１月14日㈯
チケット販売場所　情報文化センター、文化会館、市民

会館、ミリカホール、平惣書店ほか
問い合わせは　情報文化センター（☎44－5000）へ

■ 明治大学マンドリン倶楽部演奏会

コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
参
加
者
募
集

（
有
料
・
要
申
込
）

　

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
体
験
型
天
文
講
座

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
こ
の
催
し
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
よ
り
補
助
を

受
け
、
丸
１
日
、
宇
宙
や
天
文
に
関
す
る
工
作
・

実
験
な
ど
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

実
施
コ
ー
ス　

▼
キ
ッ
ズ
コ
ー
ス
（
小
学
１
～
３
年
生
と
そ
の

保
護
者
が
対
象
）
２
月
11
日
㈷　

午
前
10
時
～

午
後
３
時
（
予
定
）・
定
員
25
組
50
人

▼
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
コ
ー
ス
（
小
学
４
年
生

～
中
学
生
が
対
象
）
２
月
12
日
㈰　

午
前
９
時

30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）・
定
員
30
人　

参
加
方
法　
参
加
申
込
用
紙
（
市
内
の
児
童
・

生
徒
に
は
１
月
中
旬
に
学
校
を
通
じ
て
配
布
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
科
学
セ
ン
タ
ー

に
持
参
、
郵
送
、
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
に
受
付
し
ま

す
。

参
加
料　
１
人
５
０
０
円
（
引
率
の
保
護
者
は

無
料
）

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

－

１
６
０
０
）
へ

１
月
の
休
館
日　

１
日
㈷
～
３
日
㈫
、
10
日
㈫
、
16
日
㈪
、

23
日
㈪
、
30
日
㈪

阿
南
市
の
文
化
財

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長
　
湯
　
浅
　
良
　
幸

阿
波
の
藩
札（
十
一
）

銀
札
場
諸
役
人

　

前
回
は
銀
札
場
の
次
席
で
あ
る
手
崎

（
手
先
）
に
つ
い
て
書
き
か
け
、
町
奉
行

所
（
江
戸
）
の
与
力
、
同
心
に
話
が
飛
ん

で
し
ま
っ
た
が
、
元
に
戻
そ
う
。

　

文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
未
年
富
岡
新

町
棟
付
（『
富
岡
町
志
』）
に
関
係
記
事
が

載
っ
て
い
る
の
で
、
分
か
り
や
す
く
書
き

直
し
て
み
よ
う
。

御
郡
代
所
御
手
代

　

小
家　

遠
藤
嘉
右
衛
門　

歳
三
十
九　

此
者
は
給
人
賀
島
長
門
様
支
配
下
の
町
人

浜
屋
忠
兵
衛
小
家
浜
屋
忠
蔵
の
養
父
茂
兵

衛
の
弟
で
す
。
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年

辰
年
銀
札
場
御
役
所
御
手
代
遠
藤
新
右
衛

門
が
退
職
し
た
の
で
そ
の
株
を
譲
り
受
け

名
東
郡
富
田
浦
に
屋
敷
を
買
い
求
め
そ
こ

で
お
勤
め
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
阿
波
麻
植
郡
代
所
手
代
と
な

り
ま
し
た
、
と
あ
る
。

　

手
代
等
は
藩
の
役
人
で
あ
り
な
が
ら
権

利
を
株
と
し
て
与
え
ら
れ
、
売
買
が
認
め

ら
れ
て
い
た
。

一
、
同
所
御
目
付
手
崎
物
書
役
六
人

　

た
だ
し
御
番
人
。

一
、
同
所
座
本　

魚
屋
長
左
衛
門

　
　
　
　
　
　
　

網
干
屋
甚
右
衛
門

　

銀
札
発
行
の
名
義
人
で
あ
る
座
本
人
は

享
保
年
中
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。「
銀
札
一
巻
留
書
」
に
「
年
月
は
分

か
ら
な
い
が
、
寺
沢
六
右
衛
門
は
新
町
か

ら
勝
浦
郡
小
松
島
へ
移
転
し
た
。
そ
こ
で

西
横
町
の
分
家
寺
沢
徳
太
郎
に
銀
座
引
受

方
の
要
務
を
一
任
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
享

保
年
間
に
郡
代
奉
行
佐
和
滝
三
郎
の
申
し

立
て
に
よ
っ
て
銀
札
引
受
人
を
廃
止
し
魚

屋
、
寺
沢
と
も
免
職
と
な
っ
た
。」

　

し
か
し
、
そ
れ
で
は
幕
府
へ
の
願
い
替

え
に
支
障
が
あ
る
の
で
、
銀
札
に
は
そ
の

ま
ま
魚
屋
、
寺
沢
の
名
を
印
刷
し
て
あ
る
。

　

こ
の
時
、
銀
札
引
受
人
が
勤
め
た
銀
座

の
名
を
廃
止
し
、
座
本
と
改
め
た
。
そ
し

て
そ
の
業
務
を
佐
古
町
五
丁
目
木
下
助
五

郎
と
藤
沢
次
兵
衛
に
命
じ
た
。

　

当
時
、
銀
札
場
天て

ん

秤び
ん

役
だ
っ
た
魚
屋
長

左
衛
門
は
長
左
衛
門
の
名
前
で
は
先
祖
に

申
し
訳
な
い
と
彦
三
郎
と
改
名
し
て
勤
務

を
続
け
た
。

　

こ
の
「
留
書
」
は
、
聞
き
覚
え
で
あ
る

た
め
、
そ
の
ま
ま
信
用
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　

銀
札
引
受
人
を
廃
止
し
座
本
に
木
下
助

五
郎
、
藤
沢
次
兵
衛
を
任
命
す
る
必
要
は

な
か
っ
た
。

一
、	

同
所
金
銀
改
役

　
　
　
　
　
　
　

越
久
田
平
兵
衛

　
　
　
　
　
　
　

本
久
田
常
右
衛
門

　

包
役
は
改
役
と
も
い
う
。
当
時
、
貨
幣

は
し
ば
し
ば
改
鋳
さ
れ
た
。
改
鋳
さ
れ
た

見
本
を
幕
府
か
ら
各
藩
へ
送
っ
て
く
る
。

そ
の
見
本
を
基
準
と
し
て
金
、
銀
の
鑑
定

を
行
い
、
あ
る
い
は
正
金
銀
と
銀
札
と
の

引
換
え
を
行
う
役
目
で
あ
る
。

　

一
方
、
小
判
は
百
枚
ず
つ
、
二
分
金
は

二
百
枚
ず
つ
、
一
分
銀
は
百
枚
ず
つ
、
銀

札
は
そ
れ
ぞ
れ
百
枚
ず
つ
封
印
し
、
包
み

を
し
た
ま
ま
通
用
さ
せ
た
。

　

越
久
田
は
古
く
か
ら
金
銀
の
鑑
定
人
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　
（
続
く
）

参
考　

湯
浅
良
幸
著　
『
阿
波
貨
幣
史
』

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
120

藩札に印刷された
魚屋・寺沢の文字
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